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　　　　新文字ぱる外蒙古口語文典の特徴と從來の文典との比較

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　桔　　　松　　　源　　　一

　　Characteristics　of　“The　Grammar　of　Khalkha　Mongo｝ian　Spoken　Language”

　　in　new　lettePts・s　c・mpared　with　grammars砲輌ch　have　hithert・been　used．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abematsu　Gen．ich輌

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Summary

　　Tke　G・・a・nf・ndr・f砲漉加刀鋤禦偏πSp・鋤鋤鋼解w・・publi・h・d・t

Ulaanbaatur　City・f　Khalkha　M・ng・｛in　1946’　　I　im∫・duce　these　Pages

especia1ly　t・sh・w　difference　between　this　sp・ken　language・f　Kh・1仙a　M・ng・l

and　the　present二day　Miongolian｝anguage．　　The　reason　why　the　Russian　letters，

with・ut　using　existing　M・ng・lian　letters，　are　used　is　the　imperfecti・n・f　M・n・

golian　letters　to　represent　foreign　P］ronunc三ation・　　And　besi（ies，　a　motive　to

neglect　Mongol輌an　letters　extending　也e　use　of　Russ元an　Ietters　shoul（l　be　taken

into　　account●

　　Tke　G・a・mnai・f・磁協れ脇ノろ㍗砺・S2・ken万卿4娯・h・ws　th・t　thi・

ianguage　vastly　differs　in　pronunciation　and　grammatical　construction　from　lnner

MOngeiian　SpOken　langUage，　and　thiS　．makeS　it　Very　Urgent　tO　aCqUire　the　knOW・

1・dg・・f　this　gramnlar　when　new　Kh・lkh・M・ng・lian　b・・ks　are　pub｝ished　and

pe・ple・・’e　driven　by　necessity　t・spe・k　it・

　　This　original　Gra？j〃1z・Tr　is　divided　into　one　hundxed　and　fourteen　chapteysラ

and・Ut・f　theSe　C・ntentS　I　haVe　Selected　eSpeCially三mp・rtant　P・intS　WhiCh　I

explained　aceording　to　t｝le　foll◎wing　classification・

　　No．　1．　Nurnber　of　vowels　and　consonants．

　　No・　2・　Harmony　of　VOwels．

　　No・　　3・　　SyUables．

　　Nα　　4・　　1“anguage　of　negative　verbs・

　　No・　5・　Auxiliary　verbs・

　　No．　6．　Movement　of　verbs．

　　No・　7・　Verbs　su苗xes（present，　past　and　future・）

　　N・・8・Capit・l　and　small　letters．

　　　No．　9．　PU．nctuation．

　　No．10．　Method　of　writing　name　of　person．

　　No・　11・Way　of｛ranscripting　foreign　langua｛　es・

　　　No．12、　Abbreviations．
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　新文字による外蒙“’　N語文典は蒙古人のdamdins亡r飯とtsebegjabとの共著で1946年にウ

ランバートル市に於て出版されたもので中の文字は全部ロシア文字を以て蒙古語を篤しロシア丈

字によつて蒙古語を表音できない語に封しては特殊文字即ち蒙古語の女性母音6を表わすのにθ

を、亡を表はすのにYを用いている。

　この文典は從來の蒙古文字を慶して蒙古人e（　Vシア文宇を普及ぜしめんとする意圖より成つた

ものであることは疑なく、叉一面に蒙古人に封し正しい文法の智識を授けんとしたものでその詮

明も極めて簡箪で初歩用の文法書とV・える。全1冊で114章よりなil　・文中所々に練習問題を出

し、諸種の文章も多敷に加えてあり、最後に現在外蒙古で用いられるロシア語よりの縛來語も分

類して添えてある。ただし紙質が悪く印刷技術の進歩していない所から、不鮮明で理解できない

所もある。

　この外蒙古文典を知らすして蒙古人民共和國の薪時代の蒙古語を理解することはできないので

わが國唯一の原書を辛うじて鳥し絡り一讃の後從來の蒙古語文法と異なる重要な顯に就て紹介を

譲ね説明する次第である。

　原書がロシア文字であるので本文もロシア丈字を用いる可きではあるがロシア文字にない薪文

字もあり、印刷の闘係もあるので不正確ではあるが、假にローマ字を以て表わすととにした。

ag－”、母書、子吾の数に就て

　從來の規則によると蒙古語は母音7個（男性母音a，o，　u、女性母音6，6，6、中性母言i）と

子音20とされていたが、新外蒙古文典にょると母音を13個とし、在來の母音7個の外にya，　yo，

ye，　yu，　ui，迫（半母音）の6個を加えている。而して從來の7個の母音（a，6，　i，　o，　u，6，　zk）’を

基本母音と名付け、残りの6個の母音を補助母音といつている。

　子蕃は從來n，H，　G，　h（9），　b，　P（叉はf），　s，　sh，　t，　d，1，　m，　ch，　j，　y，　r，　ts，　tz，　w，　ng，　hs，

k’，G’等で其等の中でts，　tz，　hs，　k’，　G，等は外來語、主として西藏語や支那語その他の外塵語

を鳥すために用いる文字として使用され、純糠の蒙古語子音ではなかつたのであるが、此の薪外

蒙古文典，によると子音’としてはb，v，　g，　d，　j，　z，　k，1，　m，　n，　p，　r，　s，　t，　f，　h，　ts，　ch，　sh，　shch

の20個を畢げ此等の中でP，k，　f，　shchの4個を特別な子昔とV・V・、　k，　f，　shchは蒙古語には決

して用V・ず、外來語にのみ用V・、Pの文字は蒙古語に於ては語頭にのみ用V・、外來語に於ては語

頭、語中、語尾の何れにも書かれる。今pを用いた例を皐げると、

　pioner（赤色少年｛鋼員）apteli（協同組合）okOP（聖壕）

叉kを用V・た例を謬げると、

　kapital（資本）
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叉fを用いた例を暴げると、

　fabrik（工場）

第二、母昏調和について

　外蒙の新文典を讃んで最も深く感ずることは母音調和の規則が正しく守られていることであ

る．蒙古語の母音は男性、女臨中性の3Dilこ分かれ、1つの阜語の中で男性詰と女1生母9と

が混じることは決してなく、言葉の初に男性母音のaがあれぱその後に績く母音はやはり男性

に属する母音でなければならん。叉女性母青が語頭にあると、その後に來る母音はやはり同じ女

性の母音の何れかである。從つて1つの語を擁成する幾つかの母音は総べて男性同志でできfc男

性語となるし、叉女性母音同志でできた女性語ということになる。個し中性母音iのみは男女雨

性の何れの語にも混じるととができて、若し：男性語の中に中性母音iが混じると、男性語となる

し、女性語の中に混じると女性語となる。しかし中性母青のみよりできた語は女性語として取扱

はれ、女性の接尾語を附することになる。斯かる現象を母音調和という課で今日迄蒙古の文法で

規定されたのであるが、この外に新外蒙古文典によると地名、人名や外來語に於てはとの母音調

和の法則が守られず、一語中に男女雨性の母菅が混じつて來る場合が非常に多V・。それは外來語

をその獲音通りに篤す必要から來たものであるので、止むを得ない課である。例えば、

　Leningrad，　Argentin（何れも地名、ただしeは飛の音で女性母音である）

打湾のg立iは動詞の語幹と蓮結して書くので男性の動詞語幹にこの頭iを蓮結すると男女爾性

の混じつた語になる。この例は打滑の説明の所を参照されたい。

　外蒙新文典に於ては上記の母音調和の法則以外に更に詳細に説明してあつて、それを遠べると

1．最初の音節にa，又はuがあると亥に來る暖昧な母音（原書には第2音節以下の母音は鈴り

　明瞭に聞えないので暖昧な母音というと書いてある）はaになる。例えば

　altan　gadas（北極星）　nutag（郷里）

2、　最初の音節に6，6，iの何れかがあると、次に來る暖昧な母音は6になる。例えば、

　96r61tej（光つて）　s意r69（群）　id6r（壮年の）

3．　最初の音節にoがあると次に來る暖昧な母音はoに、6があると後に來る母音は6になる。

　例えば、

　holbogdoh（連絡される）　　6nd6r（高V・）

4．最初の音節にyaがあると、次の母葺はaになり、yoがあると吹に來る母昔はoになる。

　例えば

　yalgal（eSSiJ）　　yoslO1（禮儀、　儀式）
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5．最初の音節にyeがあil　）之がi6の褒音になると、吹に來る母音は6になる。例えば

　yes6n（9つ）

　叉琵と護音さオ’しるならば後に來る母音はもになる。例えば

　biye16h（實現する）

6．最初の音節にyuがあり、その語が男性語なら次に來る母音はaになる。　このyuが女注語

　の最初の音節に來ると、吹に來る母昔は6になる。例えば

　yuuhan（イ可力、）　　yu意d｛きn（頭布）

7．iの母昔は母音調和の法則に支配されず、如何なる母音のある語にも混じることができる。

　例えば

　salhi（風）　sonin（新聞）　tahir（不具の手足）

8・　この母音調和の法則は長母音及こ二重母音（原書にはこ二重母音とあるも複母音のこと）にも同

　様に適用されるo例えば

　arab（十個）　arbaad（十個許り）　arabtai（一柑固を有する）　yabah（行く）　yabaad

　（行つて）　yabaarai（行つて下さV、）

9．　長母音のuu，　u6，　yuu，　yu☆，　you，　yauは母音調和の法則に闘係なく、　o，　yo，6，　yeに始

　まった音節の中に混じり、且つ◎，yo，6，　yeの影黎を受けなV・ので、後に來る母音はUU，　yUU

　　　　　　　　　　　　　　　　　　凝
　yau，　youの次にはaが、　yutt，加の次にはさが來る。例えば

　olduulah（得させる）　yosluulsaiユ（敬禮させた）　hoyou正an（2人）　yes磁1さnt白（9人

　の者と）

10・ii，6i，　の3つが語中に來た時は、次に來る母音に影饗を及ぼさなV・。例えば

　6ng亡t6ih6n，　to1iisan，　nominhoo

第三、昔節について

　幾つかの文字より成る蒙古語を数個の青節に分けることができる。例えば

ter（彼）ih（大きレ、）　nom（本）chamd（きみに）　の如きは1音節の語であ夢、

modon（木）herem（壁）ch皿o（狼）　等は2音節の語でurgama1（植物）　gazruudad

（土地等に）の如きは3音節の語である。

これらの音節の切り方は、

1．　aduu（、罵群）　　亡n邑n（眞實）の如く語中に於で母音の間に1つの子音が挾まると、その子

　音の前で昔節を切るのでa－duuと2音節になり、立一n邑nも2音節になる。

2．　ed161（財産、器具）　e1碗b（一切の）の如く語中に於て子昔が2つ蓮溺すると、その2つ
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　の中で音節を切るので6d－161と2昔節になり、61－d6bも2音節になる。

3．dabstai（隠のある）の如く語中に3つの子音文字が連績すると、第3の子音の前で切るの

　で、dabs－taiと2音節になる。．

從來の蒙古文字による蒙古語は1つの行の絡りから他の行に移る時に、言葉を切断して書くこと

はできなV、規則になつていたがロシア文字で書く蒙古語は之が自由にできることになってレ、る。

ただし之にも規則があつて、1つの語を必す音節で切ることになつているので、例えばmongo1

なる語を行の絡に於て他の行に一部分移して書こうとすれば、當然monで切り、残りの9Dlを

他の行に移すことになる謡である。しかしとの場合切断された2つの昔節の間に一を置くこと

になつている。

第四、打消の言葉について

　打消に就ては口96i，6dii，斑，さs，　bisi等がある。而して6dii，沮，　es，　bisiの4者に就ては

從來内外蒙古に放て用いられて來た用法と何等褒夢はないが、査9亘のみは從來の用法と異なる

瓢があるので述べて見よう。

　從來の蒙古文宇による蒙古語であると、査g6iと褒音し、動詞の不定法の下に置き、例えば行

かなV・とV・う未來形ならばyabuhu意96iといつた、叉過去の否定ならば、動詞の語幹に過去

形のgsan（gs6n）を蓮結し、6g酎を置V・て行かなかつたとV・うことをyabugsan立gさiとV・

うたのであるが、新外蒙文典に於ける打治はこの査gさiを意前iと襲音したり、叉時には阜に

g6iと喪音している。而してdgrkiと汲音する時には前の言葉と別個に書くもので、この場合に

は立g苗は猫立の意味を有するのである。

　g面と褒音する時には必ず前の言葉と一緒に書くのである。前に來る動詞が男性女性の何れで

あっても、この碗iとV・う女性語を蓮結するのであるから、縦來蒙古語は何れの語を見ても皆

母昔調和の法則に適い一一語中に性を異にする’母音子音の混入することの決してなV・とV・う法則と

はkく反する課である。例えば

　ir6hg面とすれぱ「來ない」という意味で

　yabsang6iとすれぱr行かなかった」の意味になる。

　なお從來は蒙古文字を用いて動詞の不定法と打消の宣9さiを連結して口語体の稜音通り書く方

法もあつて、ir6hk6w6i（來なv・）と褒音し、蒙古の一地方ではir6krkw6iとも護音し、動詞が

男性ならhuwaiを蓮結し、　yabuhuwai（行かなレ・）　と書いていた。　然し動詞の男性女性の何

れに拘らず女性語のg6iを連結するのは全く從來と異なつた形といえよう。

　g苗はまた阜に動詞と蓮結するのみでなく、名詞とも連結する。これも愛つた形である。しか
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しこれは形容詞となるか、叉は同じ性質を有する時に前の語と一緒に書くのである。例えば

　從來ならばusu　dg6三（水が無VO）とSlj個に書く所をusg6iとし、　yumg白i　h6nとすれぱ「物

のない人」9fjち「貧乏なる人」の意味になる。

第五、格の助詞について

　從來蒙古語の口語体に於ける第一格自］ち主格の助詞（は、が）としては主としてbolba1aが

あり、これに次いでchin，　minを用レ・る場合もあつた。又簡箪な文に於ては省略し勝ちであつた

が、新外蒙古文典にあつては、bolbalaを省略簡軍にしたbo1とniが用V・られ（但しpiは

正しくは人稻物主代名詞の三人硝阜藪に用いられah　niとすれぱ彼の兄はの意になる。然し

普通に阜なる第一格の助詞ハ、ガの意味に使つてある）、叉簡阜な文章では省くことになつて

いる。例えば

　bor60　bol（雨は）　　uchir　ni（言睾は）

樹bo1とniとの嚴密な甚別に就ては、今その暇がないので省くことにする。

　　　　　　　　　
き

　第二格の助詞　9防所有格（の）としては從來は主として、口語体に在つてはnai（西i）を用

V、、この外に文語体の助詞in，　un（亡n），　U（女性立）か纏用されてV、たが、外蒙古の薪文典に

よると、語尾がn以外で絡る物には、iinを（但しロシア文字で書けば男性、女性語にょりiin

でも書方を異にするのであるが、ロ・・一マ字では表はせなv・のでiin一つにした）語尾かnで絡

つている語は阜にiiを（之もロシア文宇で書けば男性語、女性語によつて麗別して書⇔語這

か複母音（原書にはこ二重母音という）で絡ると箪にnを附し、語尾が長母・音に絡つている語に

はniiを（之も實際には麗別して書く）附し、語尾か鼻音のnで絡るものにはgiinを附する

ことになつてV、る。例えば

　ah＋iin（ahiin　兄の）　ji1＋iin（ji正iin　年の）　jochin＋i三（jochinii客の）　　6hin＋ii

　（立hinii娘の）　nohoi十n（nohoin犬の）　d磁十nii（d磁pii弟の）　san十9三in（sangiin

　倉の）

　第三格の助詞　邸ち場所格（に）としては從來tur（垣r）dur（d6r）を用V・て口語体に於て

はtu（tの　du（dのと畿音し或はta（t6）　da（d6）の形もあつたが新文典ではt，　dを用

V・てV・る。騒1ち言葉の語尾がr，s，9に絡るとtを附し、　r，　s，9以外の物で絡るとdを附す、

ただし語尾がt，dで絡つてV・ると接合母音を入れてdを附するものであり3ζ語尾がrで絡つ

ていてSS　s例外としてdなる助詞を附するととがある。例えば

　Oh6r十t（意h6r乞　　牛に）　　aimag十t（aimagt　　アイマツク｝C）　　　has十t（hast　ヨ三Ψこ）

　sonin－1－d（son三nd　新聞に）　　dalai十d（dalaid　海に）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　126



　　　　　　例外　　　ar十d（ard　背後に二）　　sar十d（sard　　月に）

　　　　　　第四格の助詞　邸ち目的格（を）としては從來i，giでこれを口語休では上の言葉と績けて喪

　　　　　語し又i，giは夫々用法が異なつていた。新文典によれば語尾が長母書、二重母青（複母音のこ

　　　　　と）及び鼻音nで絡るとgを附す。例えば

　　　　　　aduu＋9（aduug馬群を）　gahai＋9（gahaig　豚を）　baishin＋9（baising　建物を）

　　　　　　叉上述の語尾以外で絡つている語にはiig（ロシア文字ならば男性女性の語により麗別して書

　　　　　く）を附す。例えば

　　　　　　nom十iig（n◎miig　本を）　　mori十iig（moriig　，馬を）

　　　　　ただし二音節以上の語にこのiigを附する時には最後の音節の母音を省く。例えば、

　　　　　　6rdさm＋iig（6rdmiig學問を）

　　　　　なお薪文典では簡箪な文章にはこの助詞を省レ・てもよいことになつてbるが、これは從來と同様
■

　　　　　であるが、薪文典では目的格の前に形容詞が來ると助詞を要すとしている。例えば、

　　　　　　Bi　tsagan　moriig　usalha（わたくしは白レ・馬に水を與える）のmorii9がmori（馬）に

　　　　　　i｛g（を）を附したものである。　　　　　　　　．

　　　　　　第五格の助詞　即ち奪格（より）としては從來は壱ch6を用い口語体に在つては前の語が男性

　　　　　ならこれをas女性語ならさsと褒音し、何れも前の語と績けて稜音することになつて居1）s又時

　　　　　にnas（nes）を用V、たり、或は前の一言葉の絡りが複母音の時には男｛生ならばgas女性ならges

　　　　　を附することになつてV・たが、新丈典ではこの法則に塗りはないが、唯母音調和の闇係で稜

　　　　　音がaas，66s，　oos，66s，　naas，　n66s，　noos，　n66s，　gaas，　g66s，　goos，　g66sと夫々邸重りに

　　　　　なつている。今その例を少し暴げると、

　　　　　　ah十aas（ahaas　兄より）　　6h十ささs（さh（66s　母より）　　n6h6r十66s（n6h6r66s　友言圭よ

　　　　　　り）　hot十〇〇s（hotoos町より）　dalai十gaas（dalaigaas海より）　nohoi十goos

　　　　　　（nohoigOOS犬より）

　　　　　　第六格の助詞　巳llち造格（によつて）としてはbar（ber）yiar（yi6r）カこあり、此等は口語体

　　　　　に於ては前の語が男性ならar、女性なら6rと譲み前の語と績けて褒音し、又語尾にょつてnar

　　　　　（n6r），　gar（g6r）とも護音していたが、新丈典では前の奪格と同じく、’母音調和によりaar，

　『　　　66r，　oor，66r，　naar，　n66r，　noor，　n66r，　gaar，　ge6r，　goor，966rとなる。叉二音節以上の語

　　　　　に在つてわ最後の音節の母音を省いてこれらの助詞を附するものである。例えば、

　　　　　　bichig十さ6r（bich9ささr　本によつて）

　　　　　　第七格の助詞　即ち共同格（と）としては從來だと口語体では前の語が男性ならtai女性なら
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憾と罷青してV・たが、新文典では母音調和によつてこれを三通りに分けている。例えば、’

　aha十tai（ahatai兄と）　jochin十toi（jochintoi客と）　n6h6r碇i（noh6rtさi友逡と）

第六母誓の移勤について

　詳細なことは到底できないので主要な黙のみを簡箪に遠べて他は後日に譲りたV、。bかなる場

合に母音が移動するかというと次の如き場合である。

1母謝こ始まる接尾語を前の言葉の語尾に附ける時、この語の最後の子音の前の母音、換言すれ

　ぱ最後の音節の母音が省かれて後方に移動する。例えば、

　O正on（多激）＋00S（oZnOOS多数よ夢）

　hさr69（仕享）十葭r（herg饒r仕事によつて）

2語尾に母音に始まる接尾語でなく、子音に始まる接尾語を附けても、母音が移動するととがあ

　る。例えば、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G

　busad（他の者達）十d（busdad他の者違に）

　suragchid（墨生達）＋d（suragchdad　墨生達に）

　以上は母音の移動の例を皐げたのであるが、母書の移動しない場合がある。それを亥に示すと

1」，ch，　shを除く他の子音の後に來たi母音は移動しなV・。例えば、
　　　　　り

　tanil（知人）十aar（tanilaar知人によつて）

　tarhl（likl）　十naas（tarhlnaas　‖矯より）

2語中に來た麗別する母音は移動しない（この遜別する母音とは喉音9の次のa，o、舌音nの

　亥の短母音を指す）例えば、

　din6n（眞宴）十民r（thnen66r眞責によつて）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4
　zagas（魚）　十iig（zagasiig　魚を）

3母音を絆う七つの子音（m；n，9，1，b，　v，　r）の内の何れか一つは後に母音に始まる接尾語を

　附けたために母音を後方に移動せしめない。例えば

　bOIObSrOl（文化）十〇〇r（bO元ObSrOIOOr文化によつて）

4動詞の語尾のhの字の前の母昔は他へ移動しない。例えば、

　boloh－bolohod－bolohdoo

5第三音節に來た舌音のn及び喉音の9の字の前の母1爵は移動しない。例えば、

・gl・・g・（雛）一・ul・agaar（雛によつて）

　hUndaga（盃）一一一hundagalah（盃に酒を注ぐ）

6九つの宇子音（d，t，　Z，」，　ts，　ch，　S．　sh，　h）の次に來だ九つの孚子音（換言すれぱ九つの宇子
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　音の何れかが二つ績いている時）は後に來る母音を移動させなV・。例えば、

　n6hts61（接尾語）－n6hts61iig（接尾語を）

　u1ユshdag（常に讃む）－unshdagaas（常に讃むより）

7人名、地名、外國語中の母音は移動しなV・。例えば

　ulaanbaatar（ウラン。バートル、外蒙の首府）一・ulaanbaatariin（ウラン・パートルの）

第七、動詞の現在、過去、未來を表はす接尾語について

　動詞の現在、未來を表わす接尾語としては、從來は口語体に於て勤詞か男性ならその語幹に

naを、女性ならn6を附して褒音したものであるが、外蒙古の新文典によると動詞の語幹の第

一昔節の母音如何によって、創ち第一音節かa叉はuであると接尾語は11aを、6，　i，6である

とn6をoであるとnoを6であるとn6を附するとことになつてV・る。從つて從來の男性

na、女性n6の二通りの褒音と異なり、四通りの稜音となる諜である。例えば

　　語　　幹　　　　　　接　尾　語　　　　　・現在及未來

　mana（番をしなさレ・）　　　na（ます）　　　　　　　　manana（番をします）

　unsh（讃みなさV・）　　　　　na（ます）　　　　　　　　unshna（譲みます）

　bich（書きなさv・）　　　　n6（ます）　　　　　　　bichn6（書きます）

　m6d（知りなさv・）　　　　　n6（ます）　　　　　　　m6dn6（知ります）

　ochi（行きなさV・）　　　　　no（ます）　　　　　　　　ochino（行きます）

　69（與えなさい）　　　　　n6（ます）　　　　　　　6gn6（與えます）

　なお接尾語は現在、未來とも同一形であるので、一見した丈では現在の事を云つているのか、

未來のことを指しているのか麗別がつかなV・が、これは文章の前後の闘係等によつて到断するこ

とになつている。

　動詞の過去を表わす接尾語としては、從來の丈法によると、動詞の語幹に口語体ならばgsan

（gs6n），　ba（b6），1a（16），　ji等の接尾語を附してV・たが新文典に｛衣ると昔に過ぎ去つたこと・

自P’ち大過去には、動詞の語幹の男女爾性の如何を問はす、j能叉はch民（此は語幹の絡りのr，

g，s，　dに絡る時に用いる）を用い、飴り時間の経過していなV・中過去にはbを用V・今絡つた許

りと云ふ様な現在完了創ち小過去には動詞の初の音節の母音如何により、laa，166，　loo，166の

何れかを附することICなってV・る。なお過去形にsah（sさn）なる形があるか之は動詞の蓮休形

として用いられ、絡止形となった時には軍なる過去ではなく、「……しましたよ」の如き感情を

含むもののようである。例えば

1Ulaan　tsさrさgt　bid　b6169　yabuulj　baisan、（赤軍にわたくし遽は贈物（慰問品）を邊つてV、
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　ましたよ）

2Bi　t6r　nomiig　urid　unshsan．　Odoo　66r　nom　Unshna．（わたくしはその本を以前に讃み

　ましたよ。今では他の本を讃みます）

3Daraa　bichis6n　hoyor　h壱s6g意gi三g．

　亥ぎに書いた（所の＝＝Pt体形）二個の文字。

なお外蒙新文典中の過去形、j66（chさ6），　b，1aa（166，　loo，166）の例を皐げると、

1Ert　tsagt　Erhii　mさrg6n　g6j　yabj6さ．（昔エルヒー・メルゲンという人が歩いていた）

2Manai　h磁6n6　namar　surguu工id　orob．（私共の男の子が、この秋に學校には入つた）

3Bi　saya　boslo．（わたくしは今起きた許りだ）

外蒙の新文典には大過去にje6を用いることになつてV、るが、各所に出て來るj6さの接尾語を

調べるのに、j66を大過去でなく、中過去位の時にも多く使つているようであるのでje6なる

接尾語は昔というよりは大分時間を経過した時に用いると思えぱ大過なかろう。

　今1芭を用V、た二三の例を撃げるならば

イ　　Ok　tyabriin　ih　hubisgal］9170nii　arban　neg（］abg66r　sari元n　doloonii　6d6r　mandje迫．

　（十月大革命は1917年の十一月七日に筏生した）

口　Mongoliin　ts6｝tal　gazart　olon　myangan　jil　yum　zooh　ni　z6bh6n　t6m6壱baijぷ．

　（蒙古の沙漠地帯にては幾千年の間、物を蓮ぶのは唯儲駝のみであつた。

ハ　Manai　aamさn6　ih　t6mtsさ1d　66　yamagt　b泣さ茎nl　amj斑ig　olsoor　irj66．

　（わが蒸は撮二の大・斗宇に必ず、成功を得て來た）

二　Mini輌baruun　gar　h意cht6i　ajil　hiih　buyou　hoboo　tatahad　tamir　muutai　bolj66．

　（わたくしの右手は力仕事をしたり、叉は箆の7j〈を引v・たりするのに氣力が衰へた）

此等の例より見ても」硲は、大分年月の経つた時を表わすのに用いられている。

第八、大文字、小文字について

　外蒙で用V・る薪文字（師ちロシア文字には大文字、小文宇のPtLSIjがあつて、その何れを用いる

かについては規則があるが、牟母音のiや硬音符號や軟昔符號等の四文字に限り大字はなb。

今大文字の使V・方につV・て遠べると、

1文章の始の言葉は大文字で書始める。例えば、

　Zun　boldb（夏になつた）のZ

2人の名前や姓は大文字で書始める。例えば

　M6nh，　ZoriktのM．　Z
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3山、川、湖、海、州等の特別の名前を大文宇で書始める。例えば

　Amar　m6r古n（アムー一ル河）　Az2民b（アジァ洲）　　Herien　go1（ケルレン河）　　Bogd

　uu1（聖山）　のA，　A，　H，　B

4市、部（アイマツク）、村（トスホン）の名前を大文字で書始める。例えば

　Ulaanbaatar　hot（ウラン2〈　・一トル市）　Selenge　aimak（セレンゲ部）　のU，　S

5國家の特別な名前を大文字で書始める。例えば

　Brazil，　Argentin，　Mongo1，　Solongos（朝鮮）のB，　A，　M，　S

6藪語より成る國家の名前、及び國の中央官聴等の機闘の名前は各語毎に大文宇で書始める。例

　えば

　Mongol　Ard　Uls（蒙古人民共和國）のM，　A，　U

7國家及び國の中央機闘以外の藪語より成る名前は唯だ最初の言葉を大文字で書始める。例えば

　Ih　surguuli（大皐校）　Sabangiin　Zabod（石鹸工場）　の1，　S

8大文宇で書くべき國家の名前が若しも唯だ人民の名前として用V・られるならばこれを大文字で

　は書かない。例えば

　Gudamjaar　hoyor　hyatat　yabj　baina．ぐ街路を二人の支那人が歩いてV・る）のh

　なおこの外に大文宇で書くべき國家の名前の言葉が唯だ品物の名前として用いられる場合、例

えば蒙古靴とか支那の鍛子とかV・う時の蒙古、支那を表わすには小文字を用V、る。例えば

　Bi　6さjd66　mongol　gutlilg　696b．（わだくしは自分の母に蒙古靴をあげた）のm

第九、句譲黒占、記號について

　誓來の蒙古文宇で書V・た文章であると文の絡りに二つの顯部ちdabhur　ch壱9を置き、文中に

於て一つの殉の切れ目に置く黙をchさgといい、経文等で文め絡りに置く四つの瓢をd意rb邑1jin

ch6gといい、叉経文等で文の最初に置くのをbirgaとし、い、とれ等の記號が普通に用いられ

ていた。しかし外蒙古の新文典によると次の如き種類がある。EPち

文の絡りに置く瓢（．）をchegとV、b、文中の各名詞の間に置く○をtaslalとレ、レ・、（：）

dotorhoiloh　chξgをとレ・つて、文中に各名詞を並べたり、或は説明する前の言葉の次に置くも

のである。例えば

　Manai　ar’diin　mal　b◎1：honi，面6r，・一（わが國民の家畜は；羊、牛・‥…）

という折に用いる。

　叉疑問文の絡りには疑問の符號？（asuultiin　tさmdさg）を置き、感嘆文や命令文の絡りには感

嘆の符號！（anhaartiin民md6g）を置く。
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　或る著作より文を引いて來たり、他の語を其の儘抜き書きしたり、叉は本の名前を【　　）

（hasi王t）で園む、叉（　　）　（haa正t）とV・う記號もある。

　以上の外に芙語の一（はいふん）よりは少し長目の物で、蒙古語でjuraasというのがあつて、

これは前に多くの名詞を並べ一を引いて、これらの物は…であるという様な時に用レ・る。例えば

　Zorig．（志），　id6bh（勇敢），　sanaachilaga（意思），口nξ11ch（誠賢），　sain　s蝕gさ1（良心）

　－6dg66r　bol　yamar　chi｝r6nd　ih　h6rさgt6i．（これらの物はV・かなる人にも大いに必要

　である）の如きである。

パーセントの事は蒙古語でhubiとV－s　ib、％の記號を用いてV、る。

第十、人の名前の書方について

　裳古文宇には活字体の字と筆記体の字との匿別はあつても、他の外國の文宇に見るような大

文字、小文字の別はなかつたが、ロシア文字によつて蒙責語を表わすことになると、賞然大小繭

文字の麗別が起つて來る。從つて人名等は大文字で書くのであるが、その例を睾げると

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（第八にもあり）
イ　人の名前は皆大丈宇で書き始める。例えば

　　Balda．　　　Shargal．

口　二語より成る一人の人の名前は績けて書く。例えば

　　Ulambayar．　　　Damdinjab．

ハ　若し二語より成る一人の人の名前で、男女雨性の語より成つている時は、爾語の間に一を

　置く。ただしこの場合には各語共大文字で書き始める。例えば

　　Bu｝アan　　－　　01zii

二　男女爾性の語より成る人名に、接尾語を附して、誰々の、誰々からとレ・う意味を表わす時に

　は、二つの言葉の最後の性別によil　s男性ならば男｛生の接尾語を、女性ならば女控の接星語を

　附するのである。例えば

　　S宣hvaataraas（スフ・バータルより）におV・て、　S意hが女性語でvaatarか男性語故この

　　vaatarなる男性語に調和させて、　aasなる男性の接尾語を附けたのである。

第十一、外國語の書方について

　外蒙（賓際はモンゴル人民共和國）はソ連と國境を接するので外蒙語の中には、ロシア語が非

常に多く混入して居り、殊に最近科學上の言葉や、官公署の名前、政治、経濟に闘する言葉には、

ロシア語が其の儘は入つて居る。然し中國語も少しわ混じつて居り之は古く中國語から蒙古語化

されたchonh（窓戸＝窓），yanz（様子＝見本、様子）の如きは外蒙に於ても使用されているo

是等の外感語は亥の如き規則に從つて書かねばならん。
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イ　轄來した外國語で一般に知れ渡つている物は蒙古語の規則に從つて書く。例えば

　　sil（がらす），sabhi（長靴），sudar（旦那、あなた）

口　最近外國語より蒋來した言葉は、その言葉の畿音や文体に注意し、ロシア語より纏來した言

　葉は、ロシア語の通りに一般の定めに從つて書くものとす。例えば

　　motor（＝e　一ター），trest（企業合同），traktor（トラククー）

ハ　外國語より蒋來した言葉は、蒙古語の母青調和や、暖昧な母音の規則、移動する母昔の規則

　に從わないものとす。

二　蒋來した外國語に、蒙古語の接尾語を蓮結せしめることができる。その場合外國語に男性母

　音があるならば、男性の接尾語を蓮結する。例えば

　aitekにaas（より）なる接尾語を蓮結してaitekaasとなり、armi（軍除）にar（によつ

　て）なる接尾語を蓮結して、armiqrとなil　）mehanik（機械學）にchilsan（……化された

　る）を蓮結してmehanikchilsan（機械化されたる）となる。

ホ　特別な子音文字であるkの字はgの宇と同様に見て、適當な接尾語を連結する。例えば

　fabrik（工場）に蒙古語iig（……を）を連結してfabrikiig（工場を）とする。

へ　外國語に何か一つの男性語がないと、女性語の取扱いをして、蒙古語の女性語の接尾語を連

　結する。例えば

　himi（化皐）に蒙古語の女性語のes（より）を連結してhimi6sとし、　shefに蒙古語の第

　二格の助詞iin（の）を連結してshefiinとする。

ト　叉ロシア語のyの字を蒙古語の意の字の如く女性語として見、女性の接尾語を連結する。

　例えば、ロシア語の

　Klub（倶樂部）に蒙古語の女性の接尾語ees（より）を連結してKlubささsとし、　grUPP（集

　團）に蒙古語の女i生の接尾語6さr（によつて）を連結してgrupp66rとする。3〈　propusk（通

　行許可読）という語のUの字は女i生の母音と見て、言葉全体を女性語の中に入れたV・が、こ

　の言葉の中に男性の母音oがあるので、蒙古語の男性の接尾語aas（よ｝））を連結してpro－

　puskaasとする。

第十二、言葉の略し方について

　従來の蒙古文字による蒙古語だといかに長V・固有名詞でも簡阜にすることのできない不便があ

つたが、新文宇によると、極めて簡軍に省略することができ、非常に便利になつた。しかしこれ

には吹の二つの方法がある。

ヱ言葉の最初の第一音節で省略する。例えば
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　Mongol　Ard2in　Hubisgalt　Namiiパr6b　Horoo．（蒙古國民革命蕪中央委員禽）をMo．　A．

　Hu．　Na．　Tδ．　Ho．と略して書く。

2言葉の最初の文字によつて略す。例えば

　上記のMongol　Ardiin　Hubisgalt　Namiin　T6b　Horoo．をM．　A．　H．　N．　T．　H．という

　ふうに略す。

　而して略された各語の聞には（ch6g）を置くことになつてV・る。

　以上で新文字による外蒙文典の、縦來の文典と異なる顯を墾げ、かつ從來の文典と比較詮明し

たのであるが、爾最後にこの新文典を一謡して言葉の登音上鍵つた顯を一二睾げてこの稿を絡り、

残つた部分にっいては他日稿を改めて遣べる積りである。

1言葉の第一昔節に1なる母音があり、　その後の音節に男性系の母晋a，o，　uの何れか一つの

　母音が來ると、第一：音節のiなる母音が後の母音の影響を受けてya或はyoの音に墾るこ

　とである。此の事をよく理解して置かなレ・と、文章の中で突然ya，　yoに始まる言葉に遭遇し

　た時に幾ら閤典で調べても分るものではない。今第一一音節母音がya，　yoに饗化した例を皐げ

　ると、

　chinar（性質）－chanar，　hitat（支那）－hyatat，　chldana（できる）－chadna，　nilha

　（赤坊）－nyalh，11gal（獲別）－yalgal，　imaga（山羊）－yamaa，　chimada（君に）

　－Charnd，　hiragU（霜）　－　hyaruu，　irogar（底）　－　yOrOOr，　jirga1（快樂）　－　jargal，

　minggan（千）　－myangan．

ただしbida（われわれ）の如く言葉が二つの音節より成り、　しかも最後が母音で絡っている様

な語は第一葺籔にアクセントがあつて、bidと褒音しているので、斯かる音節の救の少なレ・かつ

最後が母音で絡つているような語は例外と見て好V・と思う。

2第一音節に6母音があり、第二音節以下に6叉は6があると、前者か後者の影饗を受けて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぶ
　6の音になつてV・る。例を皐げると　　　　’

　6d6r（天菊）－6d6r，　6bふ古（草）－6bs，　t6m立r（鐵）－t6m6r，　ebthg6n（老入）－

　6bg6n，さd苗（未だ）－6dii，6b沮（冬）－6b撮

旬さd6r（天氣）を6d6r，6bthl（冬）を6b61と褒音する形は元朝秘史にも敷多く現われ漢宇

の兀で書き表わしてあるので、外蒙では昔の儘の音が残つているものと考えられる。
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